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国際シンポジウム
「貧困削減を越えて─低所得国のための開発戦略」開催報告

当研究所は、2007 年 11 月 29 日㈭、東京・大手町の経団連ホールにおいて、朝日新聞社、世界銀
行と共催で国際シンポジウム「貧困削減を越えて─低所得国のための開発戦略」を開催しました。本
シンポジウムでは、2000 年に国連ミレニアム・サミットで合意された「ミレニアム開発目標
（MDGs）」の達成が危ぶまれているアフリカ諸国など低所得国に対する国際援助のあり方を議論し
ました。

当研究所所長の白石隆が問題提起を行い、続いて基調講演では、ニューヨーク大学のウィリアム・
Ｒ・イースタリー教授が、これまでの援助プログラムは貧困削減に効果がなかった、失敗に終わって
も援助側は責任を取ろうともしてこなかった、と厳しい評価を下す一方、援助よりも自由市場が長期
的には経済成長に貢献できると主張しました。これに対し世界銀行のシャヒド・ユスフ氏は、ODA

は自由市場を補完する形で行われ、それなりの効果をもたらしており、今後、気候変動、水不足、技
術移転、エネルギー供給、ICT、都市化という分野で ODAは新しい役割を果たすことが可能と主張
しました。

続いて、当研究所の山形辰史開発戦略研究グループ長、バングラデシュ開発研究所研究部長のシミ
ーン・マハムド、当研究所の平野克己地域研究センター専任調査役が発表。山形はカンボジアとバン
グラデシュの縫製業が競争力を獲得するに至った事例を挙げ、市場メカニズムの有効性と MDGsの
成果主義の欠点を指摘。マハムド氏は貧困削減プロジェクトが肝心の貧困層の人権や主張が無視され
ている現状を報告。平野は現在のアフリカの経済成長は資源に向けられた直接投資に起因しており
ODAは社会開発には役立つが経済成長に結びついていない点、経済の主役は自らリスクを取ってイ
ノベーティブな事業展開を行う起業家にある点、さらに官民連携の必要性を主張しました。

パネルディスカッションは自由市場と援助の役割を中心に展開し、相互補完的な関係により貧困削
減、経済成長が進むのではないかとの結論に達しました。おかげさまをもちまして、国際援助の役割、
あり方を改めて問いかける意義深いシンポジウムとして、聴講者からも高い満足度を得ることができ
ました。当日の聴講者への配布資料、議事録等詳細は、ジェトロ・アジア経済研究所ホームページ
（http://www.ide.go.jp）をぜひご覧下さい。 （文責　成果普及課・洞ノ上佳代）
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平成 20年度「発展途上国研究奨励賞」
候補作品公募のお知らせ

「発展途上国研究奨励賞」は、途上国に関する社会科学およびその周辺分
野の調査研究水準の向上と研究奨励に資するために、アジア経済研究所が創
設（昭和 55 年）したものです。平成 20 年度の候補作品を次の要領で募集い
たしますので、広くご応募、ご推薦をお願いします。
対　　象： 発展途上国の経済およびこれに関連する諸事情を調査または分析

した著作とし、次の①あるいは②に該当するもの。個人研究、共
同研究の別は問わない。

　　　　　①  平成 19 年１月から同年 12 月までにわが国で公刊された日本
語または英語による図書、雑誌論文、調査報告、文献目録。

　　　　　②  平成 19 年１月から同年 12 月までに海外で公刊された日本人
による英文図書。

応募方法： 作品１点につき１枚の官製はがき、FAXまたはＥメールを使用し、
　　　　　 ⑴著者名、⑵書名または論文名、⑶出版社名または掲載誌名、

⑷刊行年月、⑸推薦理由、⑹推薦者の住所、氏名を明記のこと。
　　　　　※ 自薦の場合は、対象著作２部を送付願います。また、他薦の場

合も、可能であれば２部ご恵贈願います。
応 募 先： 〒 261-8545 千葉県千葉市美浜区若葉 3-2-2
　　　　　 日本貿易振興機構（ジェトロ）アジア経済研究所　研究支援部 成

果普及課
　　　　　FAX：043-299-9726 Ｅメール：shourei@ide.go.jp
応募締切：平成 20 年２月 29 日㈮まで
表　　彰：平成 20 年６月 30 日㈪（予定）
若干点を選定し、表彰状および副賞として 50 万円以内の賞金または記念品
を授与する。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

この件についてのお問い合せは下記にお願いいたします。
アジア経済研究所 研究支援部 成果普及課
TEL：（043）299-9536　FAX：（043）299-9726

開発途上国に関する和文機関誌

平成 19 年度受賞式
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